
息消界差タ

LJ’

学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

大
会
読
史
会
・
東
洋
史
談
話
会
・
西
洋
史
読
書
会

　
と
の
連
合
大
会
は
、
恒
例
に
よ
り
、
十
「
月
㎝
日

　
よ
り
三
日
聞
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

　
　
一
日
（
火
）
見
学
　
午
前
九
時
京
大
を
出
発
、

　
法
隆
寺
・
中
宮
寺
の
諸
堂
舎
、
仏
像
等
を
法
隆
寺

　
に
造
詣
の
深
い
浅
野
清
氏
を
講
師
と
し
て
見
学
し

　
た
。
御
多
忙
中
に
拘
ら
ず
解
説
の
労
を
と
ち
れ
た

　
浅
野
清
氏
に
深
甚
な
謝
意
を
表
す
る
。

　
　
二
日
（
k
フ
「
）
総
会
及
び
大
会
　
午
後
　
陣
．
楽
友

　
会
館
　
総
会
は
原
理
事
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

　
赤
松
、
藤
岡
、
有
光
各
理
事
よ
り
会
務
報
告
が
あ

　
つ
た
。
尚
最
近
破
壊
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
「
イ

　
タ
ス
ヶ
古
墳
」
を
は
じ
め
百
舌
鳥
陵
墓
群
に
つ
い

　
て
堺
市
長
及
び
大
阪
府
教
育
委
員
会
宛
適
切
の
措

　
置
を
要
請
す
る
こ
と
を
定
め
た
。

　
　
当
日
次
の
通
り
の
講
演
が
行
わ
れ
、
織
田
・
小

　
葉
田
両
教
授
は
、
丈
部
省
科
学
研
究
費
に
よ
る
京

　
都
大
掌
国
史
・
地
理
両
研
究
室
を
中
心
と
す
る
総

　
合
研
究
の
報
告
を
、
井
上
教
授
は
ロ
ー
マ
史
に
関

　
す
る
独
自
の
見
解
を
発
表
さ
れ
、
夫
々
聴
衆
に
深

　
い
感
銘
を
与
え
た
。

　
若
狭
漁
村
の
地
理
学
的
研
究
　
　
　
織
田
　
武
雄
　

　
若
狭
漁
村
の
歴
史
学
的
研
究
　
　
　
小
葉
田
　
淳

　
ロ
ー
マ
帝
政
成
立
の
祉
会
的
背
景
　
井
上
　
智
勇

　
　
大
会
終
了
後
楽
友
会
館
内
で
懇
親
会
を
催
し
、

　
和
や
か
に
時
を
過
し
た
。

　
　
尚
読
史
会
大
会
以
下
に
つ
い
て
は
琴
平
の
通
り

　
で
あ
る
。

仏
教
史
学
会
大
会
　
十
月
八
日
（
土
）
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
龍
谷
大
学
図
害
館
講
演
窒

　
室
町
時
代
の
時
衆
に
つ
い
て
　
　
　
石
田
　
善
人

　
明
代
僧
道
の
売
牒
と
売
官
　
　
　
　
聞
野
　
溝
…
龍

　
東
大
寺
宗
性
の
弥
勒
浄
土
講
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
岡
　
定
海

　
清
沢
満
之
の
回
心
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
円
理

　
セ
イ
ロ
ン
仏
教
管
見
　
　
　
　
　
藤
吉
慈
海

　
続
仏
道
論
衡
の
原
型
　
　
　
　
　
　
小
笠
原
宣
秀

　
〔
仏
教
と
民
族
宗
教
〕

　
七
世
紀
に
お
け
る
印
度
の
土
俗
信
仰
を
申
心
と
し

　
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
々
木
敬
悟

　
仏
教
は
ど
の
よ
う
に
し
て
申
告
に
受
容
さ
れ
た
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村
上
　
嘉
実

　
六
一
八
世
紀
に
お
け
る
仏
教
受
容
　
高
取
　
正
男

読
史
会
例
会
　
十
月
八
日
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
史
学
科
演
醤
室

　
後
期
院
政
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
上
横
手
雅
敬

　
倉
入
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
直
木
孝
次
郎

日
本
史
研
究
会
大
会
　
十
月
廿
九
日
（
土
）
冊
日
（
日
）

　
午
凸
剛
十
時
，
　
　
　
　
立
命
館
大
学
堂
丁
園
ホ
ー
ル

　
〔
歴
史
の
変
革
と
歴
史
学
の
課
題
〕

　
臼
本
の
奴
隷
制
に
つ
い
て
　
　
　
門
脇
醸
二

　
中
国
古
代
帯
国
に
お
け
る
基
本
的
階
級
関
係
に
つ

　
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
嶋

　
南
北
朝
内
乱
の
成
果
　
　
　
　
　
　
石
田

　
太
閤
検
地
か
ら
明
治
維
新
ま
で
　
　
高
尾

　
金
融
恐
慌
下
の
階
級
闘
争
，
　
　
　
胡
松
尾

　
〔
記
念
講
演
〕

　
歴
史
に
お
け
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム

　
鳥
獣
戯
画
巻
に
つ
い
て
　
　
　
　
森

　
臼
本
史
研
究
会
十
年
の
歩
み
　
　
　
藤
谷

読
史
会
秋
季
大
会
　
十
一
月
軍
日
（
木
）

尊一善定
免彦人生

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
薪
八
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
暢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
俊
雄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
九
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
丈
学
部
第
八
数
室

宮
廷
寿
詞
の
成
立
に
つ
い
て
　
　
　
上
田
正
昭

式
の
京
程
の
考
定
　
　
　
　
　
　
　
大
石
　
良
材

古
代
牧
馬
の
飼
料
に
つ
い
て
　
　
　
佐
藤
　
虎
誰

紀
伊
国
に
お
け
る
｝
、
二
の
荘
園
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
荒
尾
利
就

中
世
村
落
と
真
宗
教
団
　
　
　
　
　
三
晶
　
彰
英

中
世
史
の
一
問
題
　
　
　
　
　
　
　
畑
井
　
　
弘

霊
山
信
御
・
同
族
神
・
両
墓
制
　
　
竹
田
　
聴
洲

漂
流
記
「
蕃
談
」
に
つ
い
て
　
　
　
高
瀬
重
雄
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明
治
維
新
輿
の
研
究
法
　
　
　
　
　
石
沢
　
　
激

山
県
有
朋
と
国
属
教
化
問
題
　
　
梅
漢
　
昇

　
臼
露
戦
争
後
の
一
警
世
論
　
　
　
　
鈴
木
　
禅
造

交
化
史
学
会
大
会
　
十
一
月
四
日
（
金
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学

　
申
国
庭
園
史
に
お
け
る
自
然
観
賞
　
村
上
　
嘉
実
．

　
ジ
ュ
リ
ア
諸
方
の
交
化
史
的
意
映
　
安
置
…
俊
雄
｝

　
歴
史
家
の
旅
か
ら
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇

　
丈
化
史
の
圏
顧
　
　
　
　
　
　
　
西
田
直
二
郎

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

棄
方
学
会
　
十
一
月
二
二
（
水
）

　
老
子
の
書
の
年
代
　
　
　
　
　
　

銭
　
　
　
穆

東
洋
艇
談
話
会
大
会
　
十
一
月
三
日
置
木
）
午
前
九

時
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
人
丈
科
学
研
究
所
講
堂

　
明
末
に
於
け
る
旧
臣
論
の
展
開
　
　
上
田
　
和
子

　
元
代
「
社
糊
」
の
成
立
過
程
の
考
察
井
ノ
崎
隆
興

　
元
朝
の
金
職
策
に
つ
い
て
　
　
　
藤
「
野
　
　
彪

　
西
税
法
以
前
に
於
る
唐
代
の
資
課
　
松
・
氷
　
雅
生

　
近
琶
に
於
け
る
中
二
鮮
・
塁
間
の
経
済
交
流

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
浦
　
　
廉
一

　
顔
氏
家
劃
に
於
け
る
家
に
つ
い
て
河
地
重
造

　
中
鶴
古
代
社
会
に
於
け
る
「
室
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
本
光
雄

　
毅
代
文
化
の
遣
響
　
　
　
　
　
　
　
白
川
　
　
静

開
元
。
天
宝
期
に
於
け
る
河
西
の
景
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
田

　
ア
ラ
ビ
ア
人
の
ダ
ル
・
シ
ニ

　
す
る
疑
聞

　
王
廷
徳
使
出
昌
記
の
錯
簡

　
　
　
　
西
洋
典
関
係

西
洋
史
読
書
会
例
会

　
　
　
　
　
正
名

（
シ
ナ
肉
糠
…
）
に
関

　
　
山
田
憲
太
郎

　
　
松
田
　
寿
男

　
　
　
　
　
　
　
　
⊥
黒
門
月
十
山
ハ
ロ
H
　
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
大
西
洋
史
研
究
室

　
英
独
揚
子
江
協
定
に
つ
い
て
　
　
　
野
田
　
宣
雄

　
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
の
思
想
　
　
　
　
三
宅
　
正
樹

西
洋
史
読
書
会
大
会
　
十
一
月
三
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
イ
ギ
リ
ス
農
民
戦
争
原
因
考
　
　
　
朴
　
　
万
国

　
申
世
戸
シ
ア
の
仙
遺
蓄
状
に
つ
い
て
　
石
一
戸
谷
重
郎

直
営
地
労
働
の
諸
形
態
　
　
　
　
　
松
垣

申
世
に
お
け
る
自
由
概
念
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
平
城

イ
ギ
リ
ス
絶
対
主
義
と
後
見
裁
．
判
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菓
山

恩
寵
の
巡
祝
に
つ
い
て
　
　
　
　
富
岡

裕
照
介

次義
郎信

一
五
二
一
年
の
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
緊
鵜
僕
に
つ
い

て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蜜
本
健
輔

国
際
政
治
と
金
融
資
本
　
　
　
中
山
治
一

独
立
革
命
時
に
お
け
る
酉
部
農
民
　
富
田
　
虎
男

　
伝
統
　
的
再
建
更
解
釈
に
対
す
る
一
概
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
岸
義
夫

　
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
初
期
の
鉄
道
と
商
人
資
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
本
保
信

　
リ
ン
カ
、
ン
の
立
場
　
　
　
　
　

山
［
本
韓
雄

農
民
解
放
と
農
民
附
加
物
制
　
　
　
十
亀
豊
一
郎

　
フ
ラ
ン
ス
官
職
貴
族
の
形
成
・
　
　
千
葉
治
男

　
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
お
け
る
農
民
運
動
の
一
側
面

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前
川
貞
次
郎

　
　
　
　
地
理
学
関
係

人
丈
地
理
学
会
例
会
　
十
月
八
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
阪
学
芸
大
学
分
校

　
わ
が
国
の
人
口
移
動
　
　
　
　
　
　
木
下
　
　
良

　
ク
リ
ー
ト
島
の
総
合
調
査
　
　
　
　
辻
繊
右
左
男

近
江
に
於
け
る
仏
教
地
理
的
研
究
内
母
証
紙

　
（
人
文
地
理
学
会
・
日
本
地
理
学
会
大
会
に
つ
い

　
て
は
次
号
に
掲
載
）

　
　
　
　
考
古
学
関
係

考
古
掌
談
話
会
例
会
　
十
月
十
日
（
土
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
楽
友
会
館

　
山
口
県
豊
浦
郡
士
井
ケ
浜
遺
跡
の
発
掘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
関
　
　
恕

　
殿
銅
器
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
梅
原
宋
治

　
鎌
倉
時
代
石
造
美
術
の
薪
資
料
　
　
川
勝
政
太
郊
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